
稲
城
市
立
平
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小
学
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な
か
よ
し
学
級
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。 
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ジジ
ュュ
ニニ
アア
ワワ
ーー
カカ
ーー

セセ
ミミ
ナナ
ーー

　

市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
・
学
年

の
仲
間
を
つ
く
り
、
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
、
地
域
や
学
校
で
積

極
的
に
活
動
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
身
に
つ
け
よ
う
。

　

稲
城
ふ
れ
あ
い
の
森
で
の
キ
ャ
ン

プ
研
修
や
、
参
加
者
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
計
画
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
5
年
〜
中
学
3
年
生

▽
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

40

▽
期
日　

5
月
か
ら　

月
ま
で
全
8

12

　

年
齢
や
生
活
環
境
の
異
な
る
仲
間

と
、
地
域
や
社
会
で
実
践
で
き
る
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
の
色
々
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
方
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
は
じ

め
、
青
年
ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
な
ら

で
は
の
、
様
々
な
体
験
が
で
き
る
セ

ミ
ナ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
　

歳
〜　

歳

16

26

▽
期
日　

５
月
か
ら
３
月
ま
で
全
７

回※
そ
の
ほ
か
、
ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ー
カ
ー

セ
ミ
ナ
ー
や
地
域
行
事
へ
の
参
加
も

あ
り
ま
す
。

青年ワーカーセミナー

会場プログラム期日

静岡県御殿場市開講式5月12日（日）

稲城ふれあいの森キャンプファイヤー研修6月2日（日）

稲城ふれあいの森家族キャンプセミナー8月10日（土）

稲城ふれあいの森ハイキング研修9月29日（日）

未定自分たちで考えるプログ
ラム（準備・実踏）10月20日（日）

未定
自分たちで考えるプログ
ラム
「ナイトハイキング」

11月16日（土）

市役所会議室閉講式3月16日（日）

※申込みは原則、全てのプログラムに参加ができる方

ジュニアワーカーセミナー

会場プログラム期日

稲城第三小学校開講式5月26日（日）

向陽台小学校仲間づくりゲーム6月16日（日）

稲城ふれあいの森キャンプ研修7月6日（土）
  ・7日（日）

長野県伊那市
高遠町

夏季宿泊研修
「高遠自然体験」

8月3日（土）
  ～5日（月）

市役所会議室ディベート9月8日（日）

稲城ふれあいの森ものづくり10月6日（日）

未定自分たちで考えるプログ
ラム11月10日（日）

城山小学校
城山文化センター閉講式12月15日（日）
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　「市民ひとり1スポーツ」をキャッチフレーズに、さまざまなスポーツ事業を実施しています。市民の皆様の参加をお待ちして
おります。詳細については、体育課までお問合せください。

回▽
内
容　

体
育
館
等
室
内
で
行
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
も
の
づ
く
り
、
夏
季
に

は
2
泊
3
日
の
自
然
体
験
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

▽
参
加
費　

二
、
〇
〇
〇
円（
年
額
）

※
宿
泊
費
は
別
途
（
一
〇
、
〇
〇
〇

円
程
度
）

▽
内
容　

稲
城
市
な
ら
で
は
の
自
然
、

文
化
、
歴
史
、
人
材
等
を
活
用
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ

ー
等
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
子
ど

も
た
ち
へ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

▽
参
加
費　

二
、
〇
〇
〇
円（
年
額
）

※
夏
季
研
修
時
に
別
途
宿
泊
費
等
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

▽
申
込
み　

生
涯
学
習
課
、
各
文
化

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

日　

か
ら

16

（火）

受
け
付
け
ま
す
。
（
8
時　

分
〜　

30

17

時　

分
、
た
だ
し
土
、
日
と
平
日
の

15

　

時
〜　

時
を
除
く
）

12

13

▽
申
込
期
限　

4
月　

日　
26

（金）

▽
主
管　

稲
城
市
青
少
年
委
員
会

▽
申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

▲清里自然体験

▲青年リーダー交流会

セセ

ミミ

ナナ

ーー

参参

加加

者者

募募

集集

青
年
青
年ワ

ー
カ
ー

　

ワ
ー
カ
ーセミ

ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー

内　　　　容実施時期（予定）事業名
スポーツを普及し、大会を通して健康増進と体力向上を図り、市民生活を明るく豊かにします。9月から1月市民体育大会
市内の60歳以上の方を対象に、ハイキングを通して自然に親しみながら健康増進・体力向上を図ります。5月・11月シルバーハイキング
市内の小学生（2～6年生）を対象にゴルフ教室を実施し、健康増進・体力向上やゴルフのきっかけづくりを図ります。5月・6月の日曜日こどもゴルフ教室
市内の小学生（3～6年生）を対象に、多摩市及び多摩市の友好都市である長野県富士見町と合同のサッカー合宿を
通じて、子どもたちの交流を深めます。8月子どもサッカー体験事業

市民の健康・体力づくりを図るとともに、日頃の練習の成果を発揮する場を提供します。8月市民水泳大会
広くスポーツについての関心と理解を深め、積極的にスポーツをする意欲を高揚することを目的として、様々な事業
を実施します。10月14日（体育の日）体育の日スポーツフェア

誰もが気軽に参加できるイベント等を実施し、スポーツを楽しむ機会を提供します。10月26日・27日Ｉのまちいなぎ市民祭
ファミリースポーツフェスタ

障害のある方とない方とがスポーツを通して交流をすることで、健康で明るい体力づくりが継続して行われることを
目的とします。11月あおぞらスポーツ

市民の健康・体力づくりを図るとともに、日頃の練習の成果を発揮する場を提供します。1月市民ロードレース大会
市内で活動するスポーツ指導者やスポーツ指導に興味のある方を対象に、指導者としての資質の向上を図ります。未定スポーツ指導者養成講習会
米軍関係者と稲城市民との親睦を深めるためにゴルフ大会を実施します。5月17日日米親善稲城市民ゴルフ大会
市民が楽しく体力づくりのできるウォーキング事業を実施します。7月あるくマップウォーキング

川崎市との連携事業として、川崎市内を含めた新コースでウォーキング事業を実施します。未定川崎市との連携
あるくマップウォーキング

Ｊリーグ東京ヴェルディを市民の皆さんで応援するため無料招待します。未定東京ヴェルディサンクスマッチ
子どもたちの交流の輪を広げるため、各地区体育振興会が合同で開催し、健全育成を図ります。2月スーパードッジボール大会
水泳の振興や普及のため、大丸第2公園プールを開放します。7月から9月市民プール
平尾小学校のプールを地域市民プールとして開放します。7月・8月地域市民プール
誰でも気軽にスポーツを楽しめるように、小学校体育館を開放します。5月から11月の土曜日学校体育館個人開放
様々な種目を楽しみながら、健康増進、体力と技術の向上を図ります。
（主催：いなぎグリーンウェルネス財団）4月から1月スポーツ教室

国内最大のスポーツの祭典である国民体育大会は、広く国民の間にスポーツを普及し、国民の健康増進と体力の向上、
地方スポーツの振興と地方文化の発展に寄与することを目的としており、東京では54年ぶりの開催となります。
稲城市では、正式競技である「軟式野球」とデモンストレーションとしてのスポーツ行事である「ユニホック」を開
催します。

9月15日（ユニホック）
10月4日～6日（軟式野球）第68回国民体育大会
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小
学
校
体
育
館

小
学
校
体
育
館　

個
人
開
放
が

　

個
人
開
放
が　

始
ま
り
ま
す

　
　

始
ま
り
ま
す

（
任
期　

平
成　

年
4
月
〜　

年

25

27

3
月
）

　

委
員
は
、
学
校
教
育
や
社
会
教

育
の
関
係
者
、
家
庭
教
育
の
向
上

に
資
す
る
者
、
学
識
経
験
者
で
構

成
さ
れ
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

応
ず
る
ほ
か
、
社
会
教
育
に
関
し

教
育
委
員
会
に
助
言
す
る
た
め
、

社
会
教
育
全
般
に
わ
た
っ
て
研
究

調
査
や
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
区
で
開
催
さ

れ
る
地
域
教
育
懇
談
会
や
研
修
会

へ
の
参
加
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

遠
藤　

三
枝
・
鈴
木　

保
彦

　

城　
　

好
彦
・
木
村　

幸
子

　

阿
部　

啓
子
・
鈴
木　
　

眞

　

山
中　
　

操
・
向
山　

千
代

　

白
井　

妙
子
・
杉
本
真
紀
子

（
任
期　

平
成　

年
4
月
〜　

年

25

27

3
月
）

　

審
議
会
は
、
文
化
財
に
関
し
広

く
か
つ
高
い
見
識
を
有
す
る
者
で

構
成
さ
れ
、
文
化
財
の
保
存
及
び

活
用
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査

審
議
し
て
い
ま
す
。

　

桜
井　

昭
男
・
馬
場　
　

昇

　

伊
藤　
　

淳
・
秋
野　

徳
親

　

渡
辺　

美
彦
・
五
島　

賢
造

　

今
尾　

佳
生

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

（
任
期　

平
成　

年
4
月
〜　

年
3

25

27

月
）

　

協
議
会
は
、学
校
教
育
の
関
係
者
、

社
会
教
育
の
関
係
者
、
家
庭
教
育
の

活
動
に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
、

学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
、
図
書

館
の
運
営
に
関
し
、
館
長
の
諮
問

に
応
ず
る
ほ
か
、
図
書
館
奉
仕
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

浅
井　

充
子
・
齋
藤　

泰
則

　

米
澤
久
美
子
・
稲
田　

善
樹

　

栗
原　

智
久

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館

（
任
期　

平
成　

年
4
月
〜　

年
3

25

27

月
）

　

委
員
は
、
各
地
区
の
青
少
年
育
成

地
区
委
員
会
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
選

出
さ
れ
、
青
少
年
教
育
の
振
興
の
た

め
、
青
少
年
の
余
暇
指
導
、
団
体
の

育
成
、
青
少
年
指
導
者
に
対
す
る
援

助
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

青
年
ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
ジ
ュ

ニ
ア
ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
等
の
企
画

運
営
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

松
浦　

憲
一
・
坂
野　

悦
子

　

宮
島　

寿
英
・
成
木　

憲
子

　

宮
嶋　

勝
康
・
榎
本　

修
明

　

村
上　

清
水
・
宮
腰　

大
輝

　

遠
藤　
　

侑

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

■
社
会
教
育
委
員

■
青
少
年
委
員

■
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

■
図
書
館
協
議
会
委
員

■
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

（
任
期　

平
成　

年
4
月
〜　

年
3

25

27

月
）

　

審
議
会
は
、
学
校
教
育
関
係
者
、

各
公
民
館
の
利
用
者
懇
談
会
か
ら
の

推
薦
者
、
家
庭
教
育
向
上
の
た
め
の

活
動
者
、
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ

る
公
民
館
の
諮
問
機
関
で
す
。

　

公
民
館
に
お
け
る
各
種
事
業
の
企

画
実
施
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

北
川　

英
一
・
山
岸　

啓
子

　

志
村
由
利
子
・
近
藤　

宗
人

　

土
井　

一
三
・
榎
本　

映
子

　

林　
　

當
枝
・
竹
澤　
　

正

　

藤
田　

和
夫
・
桂
田　

良
子

▽
問
合
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー
課

44
月月
11
日日
にに
新新
たた
にに
委委
嘱嘱
ささ
れれ
たた

社
会
教
育
関
係
の
行
政
委
員
を
紹
介
し
ま
す

社
会
教
育
関
係
の
行
政
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

今
夏
も
、
米
軍
多
摩
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
青
年
た
ち
に
よ

①　

歳
以
上
で
音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
に

18
興
味
あ
る
方
。

▲去年のフィナーレ風景　　　
　（出演者全員のセッション）

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

生
（
2
年
生
〜
6
年
生
）
※
5
月
9

日　

午
後
6
時
半
か
ら
、
稲
城
消
防

（木）
署
講
堂
で
開
催
す
る
保
護
者
向
け
の

説
明
会
に
出
席
で
き
る
こ
と
。

▽
日
程　

Ａ
コ
ー
ス
＝
5
月　

日
・

19

　

日
・
6
月
2
日
、
Ｂ
コ
ー
ス
＝
6

26月
9
日
・　

日
・　

日
の
日
曜
日

16

23

▽
時
間　

午
後
2
時
〜
4
時

▽
定
員　

各
コ
ー
ス　

名
（
申
込
者

10

多
数
の
場
合
は
抽
選
、
た
だ
し
初
め

て
の
方
を
優
先
し
ま
す
）

▽
費
用　

二
、
六
〇
〇
円
（
ボ
ー
ル

代
等
）

▽
講
師　

日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
プ
ロ
藤
井
誠
氏
の
指

導
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ▽
申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
ゴ

ル
フ
教
室
申
込
」
と
明
記
し
、
①
住

所
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
性
別
④

学
年
⑤
電
話
番
号
⑥
緊
急
連
絡
先
⑦

希
望
コ
ー
ス
⑧
同
伴
保
護
者
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）
※
1
名
の
み
⑨
当
日
来
場

す
る
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
の
う

　

ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
樹
木
の
案
内

を
聞
き
な
が
ら
、
3
時
間
程
度
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

▽
期
日　

5
月　

日　
22

（水）

※
雨
天
時
は　

日　

に
延
期

29

（水）

▽
集
合
時
間　

午
前
8
時　

分
20

▽
集
合
場
所　

京
王
線
稲
城
駅
（
改

札
内
）

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の

60

健
康
な
方

▽
定
員　
　

名
（
申
込
多
数
の
場
合

30

は
抽
選
と
し
ま
す
が
、
初
め
て
の
方

を
優
先
し
ま
す
）

▽
参
加
費　

三
〇
〇
円
（
入
園
料
）

※
京
王
線
高
尾
駅
ま
で
の
交
通
費
が

別
途
必
要
で
す
。

▽
服
装　

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
山
歩

き
の
で
き
る
服
装
（
ズ
ボ
ン
な
ど
）、

履
き
な
れ
た
靴

▽
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
敷
物

▽
申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
シ

ル
バ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
申
込
」
と
明
記

し
、
①
氏
名
②
フ
リ
ガ
ナ
③
年
齢
④

性
別
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
日
常
的

な
歩
行
距
離
を
記
入
の
う
え
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
1
枚
で
2
名
ま

で
応
募
可
。

▽
申
込
先　

〒　

・　

稲
城
市
教
育

206

8601

委
員
会
体
育
課
宛

▽
申
込
締
切　

4
月　

日　

必
着

26

（金）

▽
申
込
・
問
合
せ　

体
育
課

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
バババババババババババババババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーハハハハハハハハハハ

ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
グググググググググググググググググググググググググググググググググ

ささ
わわ
やや
かか
なな
森森
林林
でで
、、

遅遅
咲咲
きき
のの
桜桜
をを

楽楽
しし
みみ
なな
がが
らら

歩歩
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！

〜〜
森
林
科
学
園

森
林
科
学
園（（

八
王
子
市

八
王
子
市
））〜〜

こここここここここここここここここここここここここここここここここ
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももももももももももももももも
ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　

土
曜
日
の
夜
間
に
小
学
校
の
体
育

館
を
個
人
開
放
し
ま
す
。
卓
球
や
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
開
放
校
及
び
日
程　

表
の
と
お
り

▽
時
間　

午
後
7
時
〜
9
時

▽
対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
（　

歳
未
満
の
方
は
保
護
者

16

又
は
成
人
の
方
の
同
伴
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
）

▽
利
用
方
法　

直
接
小
学
校
の
体
育

館
ま
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
必
ず

体
育
館
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

体
育
課

え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た

日
米
国
籍
以
外
の
方
は
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先　

〒　

・　

稲
城
市
教
育

206

8601

委
員
会
体
育
課
宛

▽
申
込
期
限　

4
月　

日　

必
着

26

（金）

▽
申
込
・
問
合
せ　

体
育
課

　

個
人
開
放
管
理
指
導
員
と
し
て
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
貢
献
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

内
容
は
、
個
人
開
放
時
の
受
付
、

利
用
者
に
対
し
て
の
指
導
・
助
言
等

で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
体
育

課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

学
校
体
育
館
個
人
開
放

管
理
指
導
員
募
集
！

第第　

回回　
　
　
　
　
　

3333
稲
城
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

稲
城
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出出
演
希
望
バ
ン
ド

演
希
望
バ
ン
ド　
　

お
よ
び

　

お
よ
び　
　
　
　
　

実
行
委
員
募
集

　
　

実
行
委
員
募
集　
!!!!

る
真
夏
の
音
楽
祭
典
�
稲
城
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
�
を
7
月
下
旬
（
予
定
）

に
開
催
し
ま
す
。
開
催
に
向
け
、
元

気
・
や
る
気
・
活
気
あ
ふ
れ
る
バ
ン

ド
と
、
裏
方
で
支
え
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

《
出
演
希
望
バ
ン
ド
》

▽
対
象

①　

歳
以
上
で
市
内
在
住
・
在
勤
・

18
在
学
の
方
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ド
。

②
実
行
委
員
会
に
1
名
以
上
必
ず
出

席
で
き
る
バ
ン
ド
。

《
実
行
委
員
》

②
企
画
・
開
催
等
に
向
け
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
方
。

※
第
一
回
実
行
委
員
会
5
月　

日　
11

（土）

午
後
2
時
〜
。
出
演
希
望
バ
ン
ド
の

メ
ン
バ
ー
（
1
名
以
上
）
、
お
よ
び

実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
た
い
方
は

必
ず
出
席
し
て
下
さ
い
。

▽
締
切
日　

5
月
4
日　
（土）

▽
申
込
・
問
合
せ　

中
央
公
民
館

　

米
軍
多
摩
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

（
多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設
内
）
の

練
習
場
で
、
ゴ
ル
フ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
ク
ラ
ブ
は
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
ゴ
ル
フ
を
始
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
に
い
か
が
で
す
か
。

5月～7月の開放校の日程

若
葉
台
小
学
校

平
尾
小
学
校

長
峰
小
学
校

向
陽
台
小
学
校

稲
城
第
七
小
学
校

稲
城
第
六
小
学
校

稲
城
第
四
小
学
校

稲
城
第
三
小
学
校

稲
城
第
二
小
学
校

開
放
校

月
日

○○××○○○○○  5  ／11

×○××○○○○○  5  ／18

×○××○○×○○  5  ／25

○○○××○○××  6  ／  1  

○○○○○○○○○  6  ／  8  

×○×○○○○○○  6  ／15

×××××××××  6  ／22

○○○×○○○○○  6  ／29

○○○○○○○○○  7  ／  6  

○○○×○○××○  7  ／13

○×○○○○○×○  7  ／20

○×○×○○○○○  7  ／27

○…体育館開放日　　　×…開放中止日
※学校の都合や選挙等により開放を中止する場合がありま
すのでご了承ください。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課



第474号（３） 2013年（平成25年）4月15日

『『
子子
育育
てて

ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー
のの
日日
』』

に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

平成２５年度前期 駒沢女子大学・短期大学公開講座のご案内

▽参加資格　どなたでもご参加いただけますが、講座の趣旨をご理解頂けない場合は、お断りすることがありますのでご容赦ください。

▽申込方法　官製はがきに下記の必要事項をご記入の上、各講座の10日前必着でお申込みください。はがき到着後、受講証と受講料
の支払方法のご案内をお送りします。定員に達し次第、締め切りとなります。

【必要事項】①講座番号と講座名　②お名前（フリガナを付してください）
　　　　　　③ご住所（郵便番号もご記入ください）　④ご自宅もしくは携帯の電話番号

▽申込・問合せ　〒206－8511　稲城市坂浜238　駒沢学園　総務部
　　　　　　　　1042－331－1911（10：00～15：00）
※おことわり…やむをえず日時・講師・会場等を変更することがあります。
※詳しくは学園ホームページ（http://www.komajo.ac.jp/daigakukouza.html）をご覧ください。

【前期のメインテーマ】「危機の時代を生き抜く知恵を学ぼう!!」
　日常生活にはさまざまな“危機”があります。いざという場面でも不動心で乗り切る、そんな知恵を各種講座で学びましょう。

受講料会場・定員日　時講　師テーマNo.

全2回
1，000円

講義館
2－301教場

定員60名

6月1日（土）
6月8日（土）

13：30～15：00

駒沢女子大学
人文学部
人間関係学科
教授
　富田　隆

危機の時代を明るく逞しく生きる心理学

大切な場面でパニック、頭が真っ白、そんな体験はありません
か？人は、危機に直面した時ほど、思うように力を使えません。
このやっかいな自分を、上手に「セルフコントロール」する技
を心理学から学びましょう。

1

全1回
500円

講義館
2－301教場

定員60名

6月15日（土）

13：30～15：00

駒沢女子大学
人文学部
心理学科
准教授
　松岡　努

芥川龍之介の作品と心の危機

芥川龍之介が残した文学作品を題材に、心理的な危機について
考えてみたいと思います。精神的な病と心の問題、自ら命を絶
つに至る内的苦しみなどがどのように小説の中に表現されてい
るのか、ご一緒に検討してみましょう。

2

全2回
1，000円

講義館
2－301教場

定員60名

6月22日（土）
6月29日（土）

13：30～15：00

駒沢女子大学
人文学部
国際文化学科
准教授
　アン・ヤング

O Canada

カナダは国土が広く、新婚旅行やスキーの地として有名です。
しかし、自然災害、政治・経済問題、そして世界規模の危機を
生き抜いてきたことはあまり知られていません。これらの問題
に、臨機応変に対応することでカナダは発展してきました。こ
の講義により、カナダについてさらに知って頂きたいと思いま
す。この講座は英語で行われ、日本語通訳はつきません。

3

全2回
1，000円

講義館
2－301教場

定員60名

7月  6  日（土）
7月13日（土）

13：30～15：00

駒沢女子大学
人文学部
日本文化学科
専任講師
　下川　雅弘

屏風絵で旅する戦国時代の京都
～「洛中洛外図屏風」に描かれた戦う都の姿～

応仁の乱により荒廃した京都の町は、戦乱の危機から身を守る
自衛都市として、住民の手で復興を遂げていきました。この頃
の京の市街と郊外を俯瞰的に描いた「初期洛中洛外図屏風」を
読み解きながら、町衆たちの活気みなぎる戦国の都へ、いざタ
イムスリップしてみましょう！

4

▽
時
間　

午
前　

時
半
〜　

時　

分

10

11

45

▽
対
象　

0
歳
か
ら
未
就
学
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
及
び
出
産
予
定
の
方

▽
問
合
せ　

第
四
公
民
館

※
隔
月
で
日
程
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

子
育
て
中
は
楽
し
い
半
面
、不
安
、

心
配
、
ス
ト
レ
ス
で
気
持
ち
が
ブ
ル

ー
に
な
る
こ
と
も
。
講
師
と
と
も
に

仲
間
と
語
ら
い
な
が
ら
学
習
し
、
子

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ

パ
ー
フ
ェ
ク
ト

パ
ー
フ
ェ
ク
ト

〜
完
璧
な
親
は
い
な
い
〜

〜
完
璧
な
親
は
い
な
い
〜

（
保
育
付
き
）

（
保
育
付
き
）

育
て
に
自
信
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

▽
期
間　

5
月　

日
〜
6
月　

日
の

17

28

金
曜
日
（
全
7
回
の
予
定
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

▽
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

1
歳
〜
5
歳
ま
で
の
子
育

て
中
の
市
民

▽
受
講
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

15

▽
保
育
定
員　
　

名
（
1
歳
以
上
）

12

▽
内
容　

講
義
、
話
し
合
い

▽
講
師　
 
鎰  
谷 　
 
知  
史 
氏

か
ぎ 

や 

ち 

ふ
み

▽
費
用　

保
育
は
、
1
回　

円
程
度

50

　

親
子
で
楽
し
く
体
操
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

親
子
体
操
教
室

親
子
体
操
教
室

（
ワ
ン
わ
ん
体
操
ク
ラ
ブ
）

（
ワ
ン
わ
ん
体
操
ク
ラ
ブ
）

▽
開
催
日　

左
表
の
と
お
り

▽
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

10

45

▽
会
場　

第
一
児
童
館

▽
対
象　

市
内
在
住
で
開
催
日
に
満

2
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▽
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

25

▽
講
師　

柴
田　

悦
子
氏

▽
参
加
費　

無
料

▽
受
付
日　

左
表
の
と
お
り

▽
そ
の
他　

お
子
さ
ん
の
名
前
が
わ

か
る
よ
う
に
ゼ
ッ
ケ
ン
等
つ
け
て
き

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
一
児
童
館

生涯学習・コミュニティ事業

プ

ラ

ザ

主

催

事

業

■
教
育
委
員
会

第
3
回
定
例
会
＝
3
月　

日
22

1.  
教
育
行
政
報
告　

2.  
議
案

（
可
決
）
平
成　

年
度
稲
城
市
教

25

育
委
員
会
職
員
の
人
事
に
つ
い
て
、

平
成　

年
度
稲
城
市
公
立
学
校
教

25

職
員
の
人
事
に
つ
い
て
、
稲
城
市

立
公
民
館
条
例
施
行
規
則
、
稲
城

市
立
公
園
に
設
置
す
る
稲
城
市
立

中
央
図
書
館
城
山
体
験
学
習
館
の

管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
、
稲
城
市
体
育
施
設
条
例
施
行

規
則
、
稲
城
市
教
育
委
員
会
事
務

局
処
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
、
稲
城
市
立
ｉ（
あ
い
）プ
ラ

ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
、
平
成　

年
度
稲
城
市

25

立
小
・
中
学
校
学
校
医
等
の
委
嘱

に
つ
い
て
、
稲
城
市
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
、

稲
城
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て
、
稲
城
市
青
少
年
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て
、
稲
城
市
立
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ

い
て
、
稲
城
市
立
図
書
館
協
議
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て　

3.  
報

告
事
項

第
4
回
定
例
会
＝
4
月　

日
16

【
問
合
せ
】
教
育
部
学
校
教
育
課

（
内
線
6
1
7
）

■
社
会
教
育
委
員
の
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
月
8
日

　

委
嘱
状
伝
達
、
平
成　

年
度
社

25

会
教
育
関
係
団
体
補
助
金
に
つ
い

て■
青
少
年
委
員
会　
　

4
月
4
日

　

委
嘱
状
伝
達
、
青
年
ワ
ー
カ
ー

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
月
4
日

　

活
動
目
標
・
方
針
に
つ
い
て

■
公
民
館
運
営
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
月　

日
26

　

事
業
報
告
・
計
画
等
に
つ
い
て

事業の詳細、講座申込み方法（Ｅメール・往復はがき・ｉプラザ来館のいずれか）・公演チケット購入方法（インターネット・電話・ｉプラザ来館のいずれか）の詳細について
は、稲城市立ｉプラザホームページ（http://www. iplaza.inagi.tokyo.jp/）及び市内公共施設に置いてある「ｉプラザインフォメーション」をご参照ください。

▽問合せ　稲城市立ｉプラザ　1331－1720

募集締切対象・定員日時講座名・受講料

5／15（水）一般
30名

①6月5日　②12日　③19日
④26日　⑤7月3日　⑥10日
全水曜日
①～⑤13時30分～15時30分
⑥13時～16時予定

合唱講座「合唱体験　～ホールでちいさな発表会」（全6回）
初めての方も大歓迎！　皆さんで楽しく歌ってリフレッシュしましょう。最終回はｉプラザホールでのちい
さな発表会。声の響きの美しさを体験いただけます。
講師：豊島雄一氏（武蔵野音楽大学声楽講師・藤原歌劇団団員）　　受講料：無料

5／21（火）一般
30名

①6月  8  日（土）
②6月15日（土）
各日10時～11時30分

歴史文化講座「稲城の土地利用史　～丘陵のくらしと生業～」（全2回）
原始集落の土地利用の変遷と江戸時代以降の製炭を取り上げ、丘陵を舞台に展開された人々の生活と生産、
交流を通して稲城の地域について考えます。
①原始・古代、稲城の土地利用史～低地から丘陵地、河川流域へ利用地の拡大について～
②発掘調査から見た民俗史～炭焼窯の変遷、消費地・江戸と生産地・稲城～
講師：山口慶一氏（東京都埋蔵文化財センター　調査研究部調査課　調査課長）　　受講料：無料

5／23（木）一般
12名

①6月16日　②23日　③30日
全日曜日
各日11時～13時

クッキング講座「しっかり学ぶマクロビオティック～日本の誇る野菜料理で、心も体も健康に！」（全3回）
野菜や玄米などの穀物を中心とした体にやさしい料理法を、楽しくしっかり学びます。
講師：丹羽由実氏（マクロビオティック・インストラクター）　　受講料：3,000円（3回分）

の
お
や
つ
代
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
み　

4
月　

日　

午
前　

時

16

（火）

10

か
ら
。

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
三
公
民
館

ホール事業

内容等料金等日時公演名
昨年も好評を博したピアノ・フルート・弦楽合奏によるクラシック・コンサートを、今回は歌のレパートリー
も加えて一層華やかに開催いたします。午前は0歳から聴けるファミリー向けプログラム、午後は小学生から
大人の方まで、珠玉のモーツァルト作品を中心に名曲をたっぷりとお楽しみいただける内容となっています。
出演：アンサンブル・ディヴェルターズ、一村誠也（司会・フルート）、峰岸由佳（歌）
※託児サービスはありません。

各回　全席指定

大人（中学生以上）  1,500円
子ども（0歳～小学生）
 ��������� 500円

5／18
（土）
①11時
②14時

音楽のおくりもの
in 稲城
～歌の花たば～

期　日会　場
4／25（木）
5／23（木）第一児童館

5／  9  （木）第二児童館
6／13（木）松葉集会所
4／17（水）
5／15（水）第三児童館

4／18（木）
5／16（木）第四児童館

5／13（月）
6／10（月）城山児童館

5／14（火）
6／11（火）ｉプラザ

受付日開催日

4月19日（金）4月26日（金）

5月  2  日（木）5月10日（金）

5月17日（金）5月24日（金）

6月  7  日（金）6月14日（金）

6月21日（金）6月28日（金）

7月  5  日（金）7月12日（金）

※受付開始時間は午前10時から
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基基 本本 方方 針針
　稲城市教育委員会は、「教育目標」を達成するため、以下の「基本方針」及び教育施策の方向を定め、総合的に教育施策を推進します。

基本方針1 「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成
　すべての大人と子どもが、人権尊重の理念を正しく理解するとともに、生命を尊重し、思いやりの心や社会生活のルールを身に付け、社
会に貢献しようとする精神を育みます。そのために、人権教育、道徳教育及びふるさと稲城への愛着や誇りを育む教育と機会、未来を生き
ぬく力を育てるための地域・社会体験や自然体験、交流活動などを充実します。

基本方針2 「豊かな個性」と「創造力」の伸長
　ますます加速する国際化社会に生き、その変化や課題に主体的に対応できるよう、子どもたち一人ひとりの思考力、判断力、表現力など
を育みます。そのために、学力の向上を図るとともに、将来にわたって子どもたちが個性と創造力を伸ばすために、知･徳･体の調和のとれ
た教育を推進します。

基本方針3 「学校経営の改革」と「市民の教育参画」の推進
　稲城らしさに立脚した市民感覚を重視し、子ども、保護者、地域にとって魅力ある教育を発信する透明性の高い、開かれた学校を創造し
ます。そのために、地域の特性を踏まえつつ、広域的な視点に立ち、自律的な学校経営の改革を支援するとともに、大学などとの連携や広
く市民の教育参画を推進します。

基本方針4 「生涯学習」と「伝統・文化・スポーツ」の振興
　少子高齢化社会の中で、個人の生活を充実させ、世代を越えたコミュニティを形成し、活力ある社会を築いていける力を育みます。その
ために、市民が生涯を通じて、自ら学び、伝統を尊び、文化や読書・スポーツに親しみ、学んだことや経験を社会へ活かすことのできる機
会を充実します。

　教育は、豊かな社会の実現と文化の創造を目指し、平和的な国家及び社会の一員として互いの人格と生命及びわが国の歴史や文化を尊重する、
世界でも活躍することができる日本人を育てることを目的とします。
　教育を通して、経済・社会のグローバル化、高度情報化、少子高齢化など時代の変化に積極的に対応すると共に、地球規模の課題にも主体的
に取り組み、家族を愛し、友人を思いやり、自然・歴史・文化・叡智を自ら学び、それを引き継ぐなど、将来・未来を見据えよりよく生きる人
間を育てることが大切です。
　学校教育においては、「基礎・基本の徹底」「本物との出会い」「連携」を通した教育活動を重視し、未来を生きぬく力をもった、地域・社
会に貢献できる人間を育成する、持続可能な教育を進めることが求められています。そのために、教育は、家庭を基盤とし、家庭及び学校、並
びに地域がそれぞれの役割と責任を果たし、連携して行わなければならないとの認識にたち、すべての市民が教育に参画することを目指します。
そして、次の「教育目標」を掲げ、人材、伝統・文化、自然などの恵まれた稲城市の教育環境を十分に活かし、近隣の大学や関係機関とも連携
を図りながら積極的に教育を推進します。

教教 育育 目目 標標
○互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人間の育成　　　
○自立した社会の一員として、地域や社会に貢献できる人間の育成　
○自ら学び考え行動する、しなやかな個性と創造力豊かな人間の育成

平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成222222222222222555555555555555年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度
稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市市市市市にににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるる子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももををををををををををををををを育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててるるるるるるるるるるるるるるる教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育

＝教育は市民総がかりで＝

稲城市の教育活動における稲城市の教育活動における

““３つの柱”３つの柱”

【学校では】

稲城エデュケーションプログラム

パブリックプラン
（市内全校が共通で取り組むプログラム）

マイプラン（各校が独自に取り組むプログラム）

●多様な学び、基礎学力の定着
●社会性の育成　●心身の充実、バランス

基礎・基本
の徹底

本物との
出会い 連　携

【家庭では】
■早寝、早起き、朝ごはん
■自分から学習、自分から読書、

家族の中の 一 仕事
いち

■しつけの継続 
あいさつ、言葉づかい、態度、善悪の
判断「ダメなものはダメ！」、危険の
予知・回避など

「生きぬく力」の
育成の推進

保幼小中を貫く
教育・連携の推進

持続可能な学びを育む
学校づくりの推進

【地域では】
■手をかけ、目をかけ、
声をかけあい、お互い
さまで
■地域行事、伝統行事、
地域活動、ボランティ
ア活動への参加
■自助・共助・公助の実践

稲稲城城市市立立小小・・中中学学校校でではは、、ＥＥＳＳＤＤ（（持持続続発発展展教教育育））にに
取取りり組組んんででいいまますす

～「2050年の大人づくり」と「子ども防災自助パック」～～「2050年の大人づくり」と「子ども防災自助パック」～

　稲城市では、「2050年の大人づくり」をスローガンに、全ての小・中学校でのＥＳＤに取
り組んでいます。今回はその中から、「子ども防災自助パック」への取り組みを紹介します。

日本の復興と自分自身との関係性
　稲城市の児童・生徒は、募金活動や支援物資収集、励ましの手紙などを作成し、自分でで
きる復興支援を実践しました。ある学校では、現地からのビデオメッセージを視聴し、ボラ
ンティアで被災地において活動した地域の方のお話を聞き、報道されていない被災地の今を
知り、自分でできる支援を手探りで始めました。
　このような活動の中で、子どもたちはこうした活動は一過性のものではなく、自分たちの
生き方に関わる問題であることに気付くとともに、「微力ではあるが、無力ではない！」と
いう意識を確立することができたと考えています。

自分の命は自分で守ることの教育の重要性
　防災教育の出発点は、自助の意識を高めることだと考えています。一昨年度から避難訓練
の改善を図る中で、3・11を振り返って残留児童・生徒への対応が話題となりました。さら
に本年4月1日から東京都帰宅困難者対策条例が施行され、仕事や外出している保護者の帰宅
が抑制されることとなりました。その際、児童・生徒は、保護者等へ引渡されるまで学校待
機となります。安全・安心は、誰かが与えてくれるものではないことは、すでに明白です。
学校や地域での防災意識の向上には、まず自助意識の向上が不可欠なのです。

「子ども防災自助パック」の取り組み
　そこで、「子ども防災自助パック」を教材として活用し、自助意識向上のために、自分の
命を守るうえで何が必要かを、自分で考えたりグループで話し合ったり、意見を交換したり
して、子ども自らに準備を行わせています。
　「目覚まし時計は必要か。」「携帯電話は必要か。」「もっと大事なものがある。」など
と、子どもたちは自分のこととして考え、何が必要か話し合います。そして、必要なものや
保存食・水とともに「自分への励ましのメッセージ」や「保護者からのメッセージ」「家族
での約束ごと」などの手紙を加えて、万が一に備え「マイ備蓄」として教室などに備えてい
ます。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市のののののののののののののののののののののののののののののの教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育平成２５年度　稲城市の教育平成２５年度 稲城市の教育平成２５年度　稲城市の教育
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赤
ち
ゃ
ん
体
操
・

親
子
リ
ズ
ム
体
験
会

新
日
本
婦
人
の
会
カ
ン
ガ
ル
ー

　

親
子
で
楽
し
く
す
ご
し
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
の
心
と
身
体
の
発
達
・
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日　

①
4
月　

日　
　

②　

日

18

（木）

27

　

▼
時
間　

午
前　

時
〜
正
午
▼
会

（土）

10

場　

①
城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
②
中
央

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

0
歳
か
ら

6
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
親
▼
参
加
費 

無
料
▼
連
絡
先　

岡
田
1　

（
9
6

090

7
1
）
9
9
0
4

お
芝
居
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

稲
城
ふ
る
さ
と
劇
団

　

稲
城
市
民
の
作
・
作
曲
に
よ
る
お

芝
居
の
上
演
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

演
じ
て
み
た
い
方
、
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
す
る
に
あ
た
り
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
初
め
て
の
方
大
歓
迎
。

▼
期
日　

4
月　

日　

▼
時
間　

午

18

（木）

後
7
時
〜
8
時
半
▼
会
場　

第
四
文

化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　
　

歳
以
上
の

18

方
ど
な
た
で
も
▼
連
絡
先　

酒
井
1

　
（
3
1
0
0
）3
1
0
3

090日
本
舞
踊
発
表
会

「
春
の
お
ど
り
」

要
の
会

　

Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
や
小
学

生
か
ら
年
配
の
方
ま
で
楽
し
く
お
稽

古
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日　

4
月　

日　

▼
時
間　

午

21

（日）

前　

時
半
〜
午
後
4
時
半
▼
会
場　

11
中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な

た
で
も
▼
入
場
料　

無
料
▼
連
絡
先 

徳
升
1（　

）6
6
3
3

350

申込日開催日時講座名・内容

4／204／25（木）
午後1時から4時

デジカメ写真編集入門
パソコンで写真の修正・加工や整理保管方法
等を学びます。

同上及び4／255／9（木）
午後１時から4時

ワード入門
文字入力とワードの基礎的な知識を学びます。

同上及び5／9・
11･18･23･25
6／6

6／8（土）
午後1時から4時

パソコンで音楽入門
音楽ＣＤからの取込みとＣＤに書き込む方法
等を学びます。

同上
6／20（木）・27（木）
連続2回
午後1時から4時

初めての方のパソコン入門
マウス操作や文字入力の基本及びインター
ネットの操作方法等を学びます。
※ホームページ（http://ipaso.moo.jp）はipasoで検索できます。
※会場予約システム導入に伴い、会場が確保できないときは予定を変更する
ことがあります。

見
晴
ら
し
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の

お
披
露
目
を
し
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
　
　
　
　
　
　

南
山
の
自
然
を
守
り
育
て
る
会

　

南
山
奥
畑
谷
戸
公
園
予
定
地
に
で

き
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
か
ら
は
、
関
東

平
野
が
一
望
で
き
ま
す
。
豚
汁
を
振

舞
い
ま
す
。

▼
期
日　

4
月　

日　

※
雨
天
中
止

21

（日）

▼
時
間　

京
王
線
稲
城
駅
ロ
ー
タ
リ

ー
午
前　

時
半
集
合
▼
対
象　

ど
な

10

た
で
も
▼
参
加
費　

無
料
▼
そ
の
他 

汚
れ
て
も
良
い
寒
く
な
い
服
装
、
運

動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
箸
、
お

椀
持
参
歓
迎
。
▼
共
催　

エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
南
山
設
立
準
備
室
▼
連

絡
先　
 
木 
場
   

1（　

）0
0
7
8

こ 

ば

377

赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
・ 

親
子
リ
ズ
ム
体
操

新
日
本
婦
人
の
会
た
ん
ぽ
ぽ

　

音
楽
や
歌
に
あ
わ
せ
て
、
楽
し
く

手
足
を
動
か
し
た
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
た
り
、
親
子
で
楽
し
く
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
を
し
な
が
ら
体
と
心
の
発
達
を

促
し
ま
す
。

▼
期
日　

4
月　

日　

・
5
月　

日

22

（月）

14

　

・　

日　

▼
時
間　

午
前　

時
〜

（火）

27

（月）

10

正
午
▼
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

0
歳
か
ら
6
歳
の
子
ど
も

と
そ
の
親
▼
参
加
費　

無
料
▼
持
ち

物　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
親
子
と
も

動
き
や
す
い
服
装
▼
連
絡
先　

池
田

1　
（
5
0
2
5
）7
0
0
8

080

お
り
▼
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

各
講
座
と
も
一
、
〇
〇

〇
円
▼
定
員　

各
講
座
と
も
先
着　
10

名
▼
申
込
み　

申
込
日
の
午
前　

時
10

〜　

時
半
に
受
講
料
を
添
え
て
中
央

11
文
化
セ
ン
タ
ー
4
階
展
示
室
へ
▼
連

絡
先　

藤
田
1　
（
8
8
5
9
）7
7

090

6
9

ー
▼
内
容　

あ
す
と
い
う
日
が
、
お

か
あ
さ
ん
の
顔
、
雲
雀
の
歌
他
▼
入

場
料　

五
〇
〇
円
（
全
席
指
定
）
▼

連
絡
先　

鳥
巣
1（　

）4
5
7
6

378

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
は
じ
め
ま
せ
ん
か

向
陽
台
ジ
ュ
ニ
ア

▼
期
日　

火
・
土
・
日
曜
、
祝
日
▼

時
間　

午
後
5
時
〜
7
時（
火
曜
日
）、

午
前
9
時
〜
午
後
1
時
（
土
・
日
・

祝
日
）
▼
会
場　

城
山
小
学
校
他
▼

対
象　

小
学
生
女
子
（
2
年
生
〜
）

▼
会
費　

一
、
二
〇
〇
円
（
月
額
・

保
険
料
別
）
※
1
ヶ
月
間
無
料
体
験

あ
り
▼
連
絡
先　

小
宮
1（　

）7
5

378

0
1

ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ 

ク
ラ
ブ 

ク
ラ
ブ 

　

赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
を
促
す
体
操
と

母
親
の
産
後
の
体
力
回
復
体
操
を
行

い
ま
す
。

▼
期
日　

5
月　

日
、　

日
、
6
月

10

24

7
日
、　

日
、
7
月
5
日
、　

日　

21

19

金
曜
日

▼
時
間　

午
後
1
時
〜
2
時

▼
対
象　

0
歳
児
（
5
月
現
在
生
後

2
ヶ
月
〜　

ヶ
月
）
と
母
親

11

▼
講
師　

高
信　

敦
子
氏

▼
会
費　

会
員
三
、
〇
〇
〇
円
、
一

般
四
、
二
〇
〇
円

初
回
体
験
可　

七
〇
〇
円

▼
会
場　

総
合
体
育
館

▼
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

15

親
子
体
操
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ス

　

年
度
1
期
募
集

25

い
ま
す
。
お
好
き
な
日
を
一
日
選
ん

で
、
無
料
体
験
で
き
ま
す
。

▼
期
日　

5
月
8
日
〜　

日
の
毎
週

29

水
曜
日

▼
時
間　

初
心
者　

時　

分
〜

10

45

　
　
　
　

経
験
者
9
時　

分
〜

45

▼
対
象　
　

代
〜　

代

20

50

ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室

ボ
デ
ィ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ヨ
ガ
教
室

　

お
好
き
な
日
を
一
日
選
ん
で
、
無

料
体
験
で
き
ま
す
。

▼
期
日
・
内
容

5
月　

日　

呼
吸
で
体
調
を
整
え
る

14

（火）

6
月　

日　

骨
盤
の
調
整
ヨ
ガ

11

（火）

7
月
9
日　

肩
胛
骨
調
整
ヨ
ガ

（火）

▼
時
間　

初
心
者
9
時　

分
〜

15

　
　
　
　

経
験
者　

時　

分
〜

10

30

▼
対
象　
　

代
〜　

代

40

70

【
共
通
事
項
】

▼
会
場　

総
合
体
育
館

▼
申
込
期
間　

4
月　

日　

〜

16

（火）

▼
申
込
・
問
合
せ　

氏
名
（
親
子
体

操
は
親
子
氏
名
）
、
電
話
番
号
、
年

齢
、
性
別
、
事
業
ク
ラ
ス
名
、
一
日

無
料
体
験
の
場
合
は
希
望
日
を
記
入

の
上
メ
ー
ル
に
て
申
込
み

メ
ー
ル inagi ‐i.club@

nifty.com

1（　

）8
8
6
6
（
火
〜
金　

正
午

331
〜
午
後
4
時
）

一
緒
に
サ
ッ
カ
ー

や
り
ま
せ
ん
か

〜
新
入
生
大
募
集
〜

青
葉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
日
時　

午
後
4
時
〜
6
時
（
火
曜

日
）
午
後
1
時
半
〜
5
時（
土
曜
日
）

午
後
1
時
〜
3
時
半
（
日
曜
日
）
▼

一
緒
に
バ
ス
ケし
ま
せ
ん
か

長
峰
ラ
ク
ー
ン
ズ　
　
　
　
　
　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
期
日　

第
一
・
三
日
曜
日
、
第
二
・

四
土
曜
日
（
見
学
・
体
験
随
時
）
▼

時
間　

午
後
2
時
〜
6
時
▼
会
場　

長
峰
小
学
校
▼
対
象　

小
学
生
▼
会

費　

一
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
）
、
ス

ポ
ー
ツ
保
険
代
九
三
〇
円
（
年
額
）

▼
連
絡
先　

和
泉
1（　

）1
3
8
2

331

パ
ソ
コ
ン
講
座

パ
ソ
コ
ン
楽
ら
く
ク
ラ
ブ

▼
講
座
・
日
時
・
内
容　

左
表
の
と

大
人
の
た
め
のお
は
な
し
会

お
は
な
し
の
城

　

前
月
に
引
き
続
き
、
大
人
の
た
め

の
お
は
な
し
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。
講

師
と
会
員
の
一
人
と
一
緒
に
い
く
つ

か
の
お
は
な
し
を
語
り
ま
す
。

▼
期
日　

4
月　

日　

▼
時
間　

午

30

（火）

前　

時
半
か
ら
▼
会
場　

中
央
図
書

10
館
▼
講
師　

佐
藤
順
子
氏
（
多
摩
つ

く
し
ん
ぼ
文
庫
）
▼
参
加
費　

無
料

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
（
お
子
さ
ま

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
※
申
込
不
要

▼
連
絡
先　

高
橋
1（　

）0
9
3
3

378

春
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
初
心
者
講
習
会

稲
城
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

▼
期
日　

5
月　

日　

▼
時
間　

午

20

（月）

前　

時
〜
正
午
（
受
付
9
時
半
〜
）

10
▼
集
合
場
所　

ｉ
プ
ラ
ザ
▼
内
容　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ

い
て
、
ポ
ー
ル
の
持
ち
方
、
歩
き
方

の
実
技
指
導
（
約
3　

）
▼
定
員　

km

　

名
（
先
着
順
）
▼
講
師　

Ｊ
Ｎ
Ｆ

10Ａ
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
▼
参
加

費　

六
〇
〇
円
（
保
険
代
、
ポ
ー
ル

レ
ン
タ
ル
代
な
ど
）
▼
持
ち
物　

飲

み
物
※
運
動
靴
な
ど
歩
け
る
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
▼
申
込
み　

4

月　

日　

〜
▼
連
絡
先　

神
田
1
5

16

（火）

（　

）8
8
7
7

331第　

回
定
期
演
奏
会

39
東
京
稲
城
少
年
少
女
合
唱
団

　

一
年
間
歌
い
あ
た
た
め
て
き
た
歌

を
、
母
の
日
に
元
気
に
心
を
こ
め
て

歌
い
ま
す
。

▼
期
日　

5
月　

日　

▼
時
間　

午

12

（日）

後
2
時
〜
3
時
半
頃
（
午
後
1
時
半

開
場
）
▼
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ

　

合
気
道
に
興
味
の
あ
る
方
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
親
子
で
の

体
験
参
加
も
大
歓
迎
。

▼
期
日　

5
月　

日　

、　

日　

▼

19

（日）

26

（日）

時
間　

午
後
3
時　

分
〜
4
時　

分

40

40

▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼
対
象　

5

歳
以
上
▼
服
装　

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン

（
体
を
動
か
し
や
す
い
服
装
）
▼
連

絡
先　

笹
本
1（　

）6
8
8
6
（
午

331

後
6
時
以
降
）

合
気
道
無
料
体
験
教
室

多
摩
川
合
気
道
会

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス

（
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
）を

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

稲
城
ア
イ
リ
ス

▼
期
日　

火
曜
日
▼
時
間　

午
後
7

時
半
〜
9
時
▼
会
場　

総
合
体
育
館

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
会
費　

二
、

五
〇
〇
円
（
月
額
）
、
入
会
金
二
、

五
〇
〇
円
▼
連
絡
先　

鈴
木
1（　

）
378

1
8
6
7

弓
道
を
通
し
て

精
神
鍛
錬
・
健
康
増
進
を

図
り
ま
せ
ん
か
！

稲
城
市
弓
道
連
盟

▼
期
日　

火
・
土
・
日
曜
日
・
祝
日

▼
時
間　

午
前
9
時
〜　

時　

分（
火 

11

50

曜
日
）
、
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
半

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
）
▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼
対
象　
　

歳
以
上
で

16

弓
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
▼
会
費　

一
般
・
大
学
生
六
、
〇

〇
〇
円
（
年
額
）
、
高
校
生
三
、
〇

〇
〇
円
（
年
額
）
、
入
会
金
一
、
〇

〇
〇
円
▼
連
絡
先　

米
花
1（　

）3
379

8
4
6

く
じ
け
な
い
心
と
身
体
を

空
手
道
で

稲
城
市
空
手
道
連
盟

「
中
央
空
手
道
会
」

○
幼
児
教
室
（
4
・
5
歳
児
）
▼
日

時　

水
曜
日　

午
後
4
時
〜
5
時

○
初
心
者
・
低
学
年
教
室
▼
日
時　

水
曜
日　

午
後
4
時
〜
5
時
半
、
土

曜
日　

午
前
9
時
半
〜
正
午

○
中
級
者
・
上
級
者
教
室
▼
日
時　

水
・
土
曜
日　

午
後
7
時
〜
9
時

○
各
種
目
強
化
練
習
▼
日
時　

日
曜

日　

午
前
9
時
半
〜
正
午
▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼
連
絡
先　

瀧
野
1 

（　

）5
3
9
3

378【
共
通
事
項
】

中
央
空
手
道
会
の
中
級
者
・
上
級
者

教
室
以
外
は
初
心
者
か
ら
参
加
可
。

▼
月
会
費　

①
準
会
員
（
週
1
回　

会
場
限
定
）
二
、
五
〇
〇
円
②
正
会

員（
週
2
回
以
上　

会
場
自
由
）三
、

五
〇
〇
円　

幼
児
一
、
五
〇
〇
円
※

家
族
割
引
あ
り　

2
人
目
よ
り
五
〇

〇
円
割
引
▼
連
絡
先　

事
務
局　

神

田
1（　

）1
5
2
6
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連絡先会　場日　時団体名
宮腰　1331－1920第三文化センター火曜日　午後7時～9時平尾空手道少年団
瀧野　1378－5393城山文化センター木曜日　午後7時～9時城山空手道少年団
浜久保
　　　1090－7945－6656第四文化センター金曜日　午後7時～9時大丸・押立

　　　空手道少年団

神田　1331－1526第一小学校
（予定）火曜日　午後5時半～7時東長沼空手道少年団

尾崎　1377－4553
第二文化センター
※改修工事中は希
望の会場へ振替え

木曜日　午後6時～8時矢野口空手道少年団

岩本　1331－8823若葉台小学校
（予定）土曜日　午後3時半～5時半若葉台空手道少年団

会
場　

青
葉
幼
稚
園
（
火
曜
日
）
、

稲
城
第
二
小
学
校
・
第
四
小
学
校
な

ど
（
土
・
日
曜
日
）
▼
対
象　

小
学

生
▼
会
費　

1
〜
3
年
生　

一
、
〇

〇
〇
円（
月
額
）、
4
〜
6
年
生
二
、

〇
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
そ
の
他　

幼

児
ク
ラ
ス
有
▼
連
絡
先　

池
田
1

（　

）4
0
9
0
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合
型
地
域
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ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

ヨ
ガ
と
初
歩
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
行
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稲城市立中央図書館 
向陽台４－６－１８  
　　　　　1３７８－７１１１  
　　　　　6３７８－７１６２ 
城山体験学習館 
（中央図書館併設） 
　　　　　1３７８－７１００ 
開館時間 
　午前９時～午後８時 
休館日 

　毎月第四月曜日 
　年末年始・特別整理期間 
 

第一図書館　　東長沼２１１１ 
 　  　　　　  1３７７－２１２３ 
 　  　　　　  6３７８－９６１２ 
第二図書館　　矢野口１７８０ 
　　　　　1/6３７７－１８６６ 
第三図書館　　平尾１－２０－５ 
　　　　　1/6３３１－１４３９ 
第四図書館　　東長沼２７１ 
　　　　　1/6３７８－２４０１ 
開館時間 
 　午前１０時～午後５時 
休館日 
　毎週月曜日･祝日 
　年末年始・特別整理期間 

　プラザ図書館 

若葉台２－５－２ 
 　  　　　　  1３３１－１７３１ 
 　  　　　　  6３３１－１７１６ 
開館時間 
　午前９時～午後８時 
休館日 
　第二・四月曜日 
※祝日と重なるときは翌日 
　年末年始・特別整理期間 

あい 

新
し
く
入
っ
た
本
で
す
。

す
で
に
貸
出
中
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
目
の
不
自
由
な
方
は
、
音
訳

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
世
界
は
ど
う
な
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
崎
享

　

世
紀
の
中
国　

経
済
篇

21
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
日
選
書

イ
ン
タ
ン
ジ
ブ
ル
が
会
社
を
変
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
川
和
子

ギ
ャ
ン
ブ
ル
大
国
ニ
ッ
ポ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
美
穂

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
節
子

話
し
た
く
な
る
！
つ
か
え
る
物
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
巻
健
男

新
し
い
超
伝
導
入
門　
　

山
路
達
也

地
下
水
と
地
形
の
科
学　
　

榧
根
勇

京
都
・
奈
良
・
大
阪
修
学
旅
行
ま
る

わ
か
り
ガ
イ
ド　
　
　

ペ
ン
ハ
ウ
ス

猫
弁
と
指
輪
物
語　
　
　

大
山
淳
子

ホ
テ
ル
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
井
慶
喜

甘
い
罠　
　
　
　
　
　
　
　

鏑
木
蓮

卒
業
す
る
わ
た
し
た
ち　

加
藤
千
恵

私
が
い
な
い
ク
リ
ス
マ
ス　

加
藤
元

な
め
ら
か
で
熱
く
て
甘
苦
し
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上
弘
美

岳
飛
伝　

4　
　
　
　
　

北
方
謙
三

邪
馬
台
国
殺
人
紀
行　
　

鯨
統
一
郎

烈
風
の
レ
ク
イ
エ
ム　
　

熊
谷
達
也

九
死
一
生　
　
　
　
　

小
手
鞠
る
い

火
盗
改
め
の
辻　
　
　
　

小
杉
健
治

ゆ
び
き
り　
　
　
　
　

早
乙
女
勝
元

美
し
い
家　
　
　
　
　
　

新
野
剛
志

蜂
蜜
秘
密　
　
　
　
　
　

小
路
幸
也

黄
金
の
庭　
　
　
　
　
　

高
橋
陽
子

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
恋
人　

高
野
史
緒

ツ
リ
ー　

上
・
下　
　
　

高
橋
克
彦

無
名
人
の
ひ
と
り
ご
と　
　

永
六
輔

ナ
ン
シ
ー
関
の
名
言
・
予
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ン
シ
ー
関

遠
ざ
か
る
景
色　
　
　

野
見
山
暁
治

自
由
と
は
、
選
び
取
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
龍

街
か
ら
子
ど
も
が
や
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩

男
女
平
等
推
進
い
な
ぎ
プ
ラ
ン
推
進

状
況
調
査
報
告
書　

　
　
　

稲
城
市
企
画
部

　
　
　

協
働
推
進
課
女
性
青
少
年
係

現
実
的
な
絵　
　
　
　
　

コ
ウ
市
郎

図
説
世
界
史
を
変
え
た　

の
鉱
物

50

　
　
　
　

エ
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
リ
ー
ン

カ
メ
の
飼
い
方
・
楽
し
み
方
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
沢
直
人

子
ど
も
の
ね
こ
背
は
治
る
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
田
隆
吉

幸
福
に
な
る
「
脳
の
使
い
方
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
木
健
一
郎

重
機
の
世
界　
　
　
　
　

高
石
賢
一

神
社
の
本
殿　
　
　
　
　

三
浦
正
幸

ク
ル
マ
の
す
べ
て
が
わ
か
る
事
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
元
男

電
力
の
社
会
史　
　
　
　

竹
内
敬
二

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
罠　

3

　
　
　
　
　

朝
日
新
聞
特
別
報
道
部

3
・　

以
後
何
が
変
わ
ら
な
い
の
か

11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤
真
幸

太
陽
系
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
　
　
　

ジ
ョ
ン
・
マ
ー
テ
ィ
ヌ
ー

　

図
書
館
で
は
、
読
ん
だ
本
の
題
名

や
感
想
を
記
録
で
き
る
「
よ
む
よ
む

ノ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
が
自
分
で
読
書
記
録
を
つ
け
た

り
、
保
護
者
の
方
が
読
み
聞
か
せ
の

記
録
に
使
う
こ
と
も
出
来
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
ご
活
用
下
さ
い
。

▽
問
合
せ　

各
図
書
館

　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
に

伴
い
、
第
二
図
書
館
は
左
記
の
期
間

休
館
し
ま
す
。

▽
期
間　

5
月　

日　

〜
平
成　

年

20

（月）

26

3
月　

日　

（
予
定
）

31

（月）

※
予
約
資
料
の
夜
間
受
取
り
は
5
月

　

日　

ま
で
で
す

18

（土）

※
期
間
中
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
予
約
資
料

を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

5
月　

日　

ま
で　

第
二
図
書
館

19

（日）

5
月　

日　

か
ら　

第
一
図
書
館

21

（火）

日
本
の
地
名
お
も
し
ろ
探
訪
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
尾
恵
介

ス
テ
ー
キ
を
下
町
で　
　

平
松
洋
子

コ
ー
ヒ
ー
と
パ
ン
好
き
の
た
め
の
北

欧
ガ
イ
ド　
　
　
　
　
　

森
百
合
子

『
江
戸
名
所
図
会
』
で
た
ず
ね
る
多

摩　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
信
秀
年

す
ぐ
に
使
え
る
！
お
た
よ
り
文
例
＆

イ
ラ
ス
ト
カ
ッ
ト
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
な
な
み

運
動
が
得
意
に
な
る
子
ど
も
の
育
て

方　
　
　

上
州
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

昭
和
の
洋
食
平
成
の
カ
フ
ェ
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
古
真
理

ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
教
科
書　

宮
岡
宏
会

「
や
わ
ら
か
ヨ
ガ
」
で
硬
い
体
が
し

な
や
か
に
な
る　
　
　

深
堀
真
由
美

マ
マ
の
た
め
の
こ
ど
も
の
食
材
便
利

帳　
　
　
　
　
　
　

西
東
社
編
集
部

わ
た
し
は
目
で
話
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

た
か
お
ま
ゆ
み

足
に
つ
い
て
の
本
当
の
知
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
口
慶
高

徹
底
検
証
！
が
ん
に
克
つ
抗
が
ん
漢

方　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
倫
也

薬
理
学
の
基
本
が
わ
か
る
薬
が
効
く

し
く
み　
　
　
　
　
　
　

中
原
保
裕

こ
れ
が
正
解
！
ひ
と
り
暮
ら
し
ス
タ

ー
ト
ブ
ッ
ク　
　
　
　

主
婦
の
友
社

台
所
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ふ
み
こ

お
し
ゃ
れ
な
普
段
着
と
バ
ッ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
屋
米
子

き
も
の
レ
ッ
ス
ン　

ケ
月

12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
岡
勝
美

い
ち
ば
ん
よ
く
わ
か
る
キ
ャ
シ
ー
中

島
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
シ
ー
中
島

斉
藤
謠
子
の
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
パ

タ
ー
ン
レ
ッ
ス
ン　
　
　

斉
藤
謠
子

ス
テ
ッ
チ
図
鑑

　
　
　
　
　
　

マ
ギ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン

世
界
の
か
わ
い
い
編
み
物

　
　
　
　
　
　
　
　

誠
文
堂
新
光
社

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
婦
の
友
社

和
食
屋
の
和
弁
当　
　
　

笠
原
将
弘

幼
稚
園
べ
ん
と
う
カ
ン
タ
ン
大
活
躍

レ
シ
ピ
4
5
0　

新
装
版

　
　
　
　

主
婦
の
友
生
活
シ
リ
ー
ズ

大
人
の
お
ひ
と
り
分
。　

岩
崎
啓
子

3
6
5
日
ア
ボ
カ
ド
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
俊
介

と
び
っ
き
り
か
わ
い
い
チ
ョ
コ
お
菓

子　
　
　
　

ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
ム
ッ
ク

桜
の
首
飾
り　
　
　
　
　
　

千
早
茜

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
夢
の
王
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

典
厩
五
郎

信
長
の
二
十
四
時
間　

富
樫
倫
太
郎

あ
ん　
　
　
　
　
　

ド
リ
ア
ン
助
川

な
ぜ
猫
は
旅
を
す
る
の
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
嶋
恵
美

神
隠
し　
　
　
　
　
　
　

長
野
慶
太

隠
さ
れ
た
刻　
　
　
　

坂
東
眞
砂
子

夢
を
売
る
男　
　
　
　
　

百
田
尚
樹

孤
独
の
絆　
　
　
　
　
　

藤
田
宜
永

ド
ン
ナ
ビ
ア
ン
カ　
　
　

誉
田
哲
也

ア
ト
ロ
シ
テ
ィ
ー　
　
　
　

前
川
裕

黙
示　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
山
仁

密
命
警
視　
　
　
　
　
　
　

南
英
男

玉
磨
き　
　
　
　
　
　
　

三
崎
亜
記

菅
原
道
真
見
果
て
ぬ
夢　

三
田
誠
広

幸
福
ト
ラ
ベ
ラ
ー　
　
　

山
本
幸
久

い
よ
う
！　
　
　
　
　
　

山
田
宗
樹

明
日
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
自
分
、
そ

し
て
あ
な
た
た
ち　
　
　

山
田
詠
美

倒
錯
の
晩
餐　

上
・
下　
　

　
　
　
　

ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
カ
ー

と
う
も
ろ
こ
し
の
乙
女
、
あ
る
い
は

七
つ
の
悪
夢

　

ジ
ョ
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
・
オ
ー
ツ

店
員　

バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ラ
マ
ッ
ド

わ
た
し
が
降
ら
せ
た
雪

　
　
　
　

グ
レ
ー
ス
・
マ
ク
リ
ー
ン

コ
ン
パ
ス
・
ロ
ー
ズ

　

ア
ー
シ
ュ
ラ
・
Ｋ
・
ル
＝
グ
ウ
ィ
ン

中
央
図
書
館　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
〜
3
時
半

第
二
図
書
館　

4
月　

日　
18

（木）

　
　
　
　
　
　

5
月
2
日　
（木）

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
〜
3
時
半

第
四
図
書
館　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
半
〜
4
時

ｉ
プ
ラ
ザ
図
書
館

　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
半
〜
4
時

え

ほ

ん

の

じ

か

ん

小
学
生
向
け

☆展示コーナー

「あすなろ水彩会　スケッチ画展」
　私たちは風景スケッチを透明水彩で彩色し、
絵の深みと立体感を追求しています。日頃の
研鑽の成果をご覧ください。

▽期日　4月23日（火）～5月6日（月）
　　　　（初日は正午から）

「毎回同好会　絵画展」
　色々な画材で楽しく描き続けています。日
々への思いを作品に！どうぞご覧ください。

▽期日　5月8日（水）～5月21日（火）
　　　　（最終日は午後1時まで）

▽問合せ　城山体験学習館

城山体験学習館

「「
よよ
むむ
よよ
むむ
ノノ
ーー
トト
」」

配配
布布
中中
！！

お
ひ
ざ
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会

幼
児
を
対
象
に
絵
本
や
紙
芝
居
等

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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幼
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向

け

55月 映画会月　映画会

「「11ばばんんワワルル」」
「「11ばばんんげげんんきき」」

▽日時　5月4日（土）午後2時開場

▽上映時間　午後2時15分～（34分）

▽会場　城山体験学習館　視聴覚室

▽対象　児童および保護者50名（先着順）
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